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L海外だより3 Royal Free Hospital医科大学(ロンドン)
一足の冬の最中にロンドンに到着してから1はやくも 9
カ月が過ぎてしまいました。北国の長い冬が終わ担，ほ
っとして夏を迎えたのもつかの間，また寒い季節がやっ
てまいりました。
私の学んでいる RoyalFree Hospitalはロンドンの
北のはづれに近いハムステッド地区にある近代的な大学
病院ですが， J司屈には縁の多い公園が広がヲ，非常に環
境に恵まれた場所に位置しております。
この RoyalFree Hospital医科大学はロンドン大学
に附属する十数校の医科大学の一つであり，今年はロン
ドン大学創立 150周年ということで，エリザ、ベス女王の
病院訪問を始め，多くの提費行事が行なわれておりま
す。もっともラこの RoyalFree Hospital医科大学が
実際に医科大学として発足したのは1874年のことであり
ます。他の医科大学と比較しての特色は，この重科大学
が，女性塁障に学{立を授与するためにつくられたという
ことであヲます。創立にあたっては，合衆国で学位を授
与された Blackwell博士という女性亙師が奔走された
とのことですが，当時の社会信勢ではまだ女性の社会的
地位が低く，正式に大学として認られるのに非常に多く
の医難に直面したという話であります。従って Royal 
Free Hospital医科大学の歴史は英国における女性医師
の地泣向上の震史といってよいほどですが，第一次大
戦，第二次大戦を契機に，飛躍的に発屡，拡大し，今日
の医科大学の基礎がつくられたとされています。 1948年
より辻全国の塁科大学が，男女共学になると共に，この 
Royal Free Hospital医科大学も男子学生を受け入れる
ようにな担，現在では男性女性ほぼ同人数の学生が学ん
でお歩ます。
学生数は各学年百人で，毎年数人の留学生も受け入れ
ているようです。入学にあたってはロンドン大学の他の
カレッジと同様に，高校卒業時点に施行される国家試験
で，生物，数学，物理，化学のうち三教科でアドバンス
レベルに合格した者が面接試験を経て入学してくるシス
テムになっております。この点，員本の医科大学のよう
な激烈な試験地獄といわれるものはなく，割合にのんび
予入学して来るようです。
カリキュラムは五年で，最初の二年罰は主として基礎
医学と社会医学，後三年間は蕗床軍学を学ぶことになっ
ております。寝床医学教育の特徴は，ベットサイド教育
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に重点がおかれている様子がうかがえます。また，教養
学部に相当する二年間がなく，入学後すぐに医学部専問
課程の授業を受ける点が日本の医学教育との大きな相違
点のようで，す。
さて，このハムステッド丘にある病院は三年前に新築
完成した， 12潜建ての近代建築でベット数は840あヲ，
内容も新しく，設錆もなかなか整えられておりますが，
以前にはロンドンの都心近くにある古びた小さな大学病
院でありました。!日病読は四階建てのややくすんだ感じ
の病院で，いかにも年輪を感じさせる建物ですが，現在
では動物解育場として，一部使用されている他は住む人
も無し廃屋のようになっておヲます。
基礎教室の校舎はその!日病院から 200m程離れたー画
にある，やはり古色蒼然たる建物で，現在では解剖学，
生化学，公衆需生学の授業が行なわれております。生理
学，徴生物学，薬理学，病理学等の各教室はすでに新病
院に移転が完了し，新病院で授業が行なわれてお予ま
す。また解説学を捨めとする各教室も，新病院からあま
り離れすぎていて不都合であるとの理由で，近々新病院
に移転することになってお9ます。
さてこの RoyalF主eeHospitalの中には病読組織と
大学組識が護薙に入り組み，また各教職の名称も E本の
ものと多少異なっているためにとまどってしまいますが
本質的には日本の組織と似たものといえると思います。
まず，大学組織として，各教室の中に科長としてPro-
fessorがあり，研究その他において指導的主役割りを果
しております。さらに学問的に著暁な仕事をしている方
々にも Professorの称号が与えられております。また時
に外冨からの VisitingProfessorが一年契約で来てい
ることもあります。さらに Readerという勃教授， Le-
cturerと呼とばれる講師が数人お安ますが，それらの方
々は強立に研究グループを率いて鱈性的に仕事をしてお
ります。それらのグループ。の中で ResearchF ellowと
呼ばれる研究員達が手足となって欝いてお予ます。自本
の制度と非常に異なるところは，臨床系の教室の中に，理
学系出身の Scientist達が Readerとなった予， Lect-
urerになった!J， 自由に配属されていることです。 こ
れによって医師と科学者との意見の交換が密接に行なわ
れ互いの弱点を補い合っているようです。
病院組織としては，やは予 Professorが臨床各部門の
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責径者としての役割を受け持つているようですが，その
他に Consultant といわれる専門医がおり， それぞれ 
Professorとは全く独立に自分の病室を持っておりま
す。この Consultant達は Reader，Lecturerを兼作て
いることが多いのですが直接，学校人事とは関係無く，
病混とかなりの長期契約を結んで就職しているようで
す。この Consultant達の下に MedicalResistrarと
いう病援助手と詞格の職があり，ほぼ病棟関採の仕事辻
この Registrarが一手に引き受汀ております。さらに 
House 0盟cer，Housemanといった研修室達が， Regi 
srむの下で動いてお予ます。これらの医顛達はすべて半
年から一年単位で契約をと Pかわし，次々に病院を取り
変えており，そのつど成績がチェックされる仕組になっ
ており，良くも悪しくもきびしいシステムだと思いまし
た。一つ驚いたことは，これらの医師達が，かな賢岳出
に自分の意見を述べていることで，後らの自己表現の上
手さには舌を巻くばか予です。もっとも，こういう発言
を通して自分を認もさせることが，次の契約に有利な役
割予を果している様子ですので，いきおい皆自分の考え
を上手にしゃべらざるを得ないようであ予ます。
さていろいろ組織記ついて述べてまいヲましたが，私
の所属している AcademicDepartmen t of託edicine
について少し書いてみたいと患います。この部門は主と
して消化器病学を専攻している講座ですが，主任教授は 
Sherlockという高名な肝臓学者であります。 さらに 
Billingというピリルピン代謝を専攻している教授(PH. 
D)がこの講座に属しており，私はその先生の下で研究
いたしておヲます。 また Readerは Dr.M cIntyreと
いい脂質代謝を専攻してお予ます。 Lecturer f Dr. 土， 
Jewell，Dr. Jamesといいそれぞれ， ~肖f己管疾患，臨床
薬理学を専攻してお担ます。このうち Billing教授を捺
いた 4入は Consultantでもあ!)，一応序列;まあるとは
いえそれぞれ多少閉鎖的に研究をしており，独立に 4つ
のグループが存在しているようであ予ます。
また，この AcademicDepartment of Medicineの
顕著な特色は Scherlock教授を頼予，アラブ，アフリ
カ，インドといったi日英領植民地から患者が集まって来
でいることです。イギリス本国の難かしい消化器病患者
も診察を受けに来ておりますが，珍らしい症例の廷とん
どは外国からの患者であるようです。
さて英国に来て一番驚いたことはこうした公立病院の
中に私費の痛室がかなりあることで，英菌は社会課障の
完寵した圏で、医療は無料だと{言じていた私などは奇異な
感じを受けました。こうした私費患者は Consultant達
が受け持っているとのことですが，私費患者の入院費詰
非常に高く，アラブの石浩成金でもなければ，とてもゆ
っくり入院していられないほどです。そういうわけです
から，ベットの呂転率の長いことは当然で平均入j莞日数
は十員から二週間というのが一般です。また検査も不必
要な検査はなるべくせずに， g的を診新という一点にし
ぼって，おこなっているようです。もっとも， ，研究に
必要な検査泣かなり行なわれておりますが，そのような
場合，その検査が許されるかどうか絶えず関われている
感じを受けました。また治療に関しでも，できるだけ外
来で行ない，どうしても必要な場合のみ入院とすること
が多いようです。
もちろん，社会保障医療の果している役割は非常に大
きいのですが，公費の患者は私費の患者に比べて，震遇
されているとはいいがたいようです。伊jえば入院の順番
等でも，私費の患者がどんどん入読できるのに比べて，
公費の患者は半年もまたされることも多く，こうした医
療のひずみは次第に増大しているとのことです。
もう一つ感じた点は英国人のあまり動らかないことで
す。芙国詰痕院も週5日鵠で，医師達も病諌関孫の Re-
gistrarや研諺医を除くと，土， 自には痕読に出て来ま
せん。また平日でも 5時半になるとほとんど病院から姿
を泊してしまいます。さらに Technicianや Scientist
になると朝はコーヒータイム，昼はランチタイム，午後
はティータイムとのんび予休んでおり，時詞がくれば寄
ってしまうのですから， いつ仕事をしているのかと思
うほどです。古い先生達は，昔はもう少し{動いたがとこ 
iましてお予ましたが，これも，いわゆるイギリス病の一
つの症状でしょうか?そうした中でも熱心な研究者達が
要領よく仕事を計画し，地味ながらも着実記仕事を遂行
して中く慧度には，他人の思惑にとらわれず我が道をゆ
くという英国人の根性のようなものを惑じさせられまし
た。
わずか 9カ月足らずの見開ですが，イギリスの医療研
究体勢の良さ悪さに触れ，同時に毘本人の長所，短所を
知らされ，私にとって非常に宥意義でありました。これ
からは母校のため，また E本のために微力ながらも力を
尽くしていかなければと再認識させられたこの 9カ月で
した。最後に文末で失礼ですが，物心南匿にわたってい
ろいろな勤ましを与えて下さる，奥田教授をはじめ先輩
の諾先生方，また同僚の先生方にこの調を者りて厚く得
本しを申し上げます。
